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農 業農 業農 業農 業

１１１１ 学習指導学習指導学習指導学習指導とととと評価評価評価評価のののの工夫工夫工夫工夫・・・・改善改善改善改善

学習指導は、学習指導要領に示された基礎的・基本的な内容の確実な習得を図ることを

重視していることから、学習指導要領に示す目標に照らして、その実現状況を見る評価を

一層重視し、観点別学習状況の評価を基本として、生徒の到達度を評価していくことが重

要である。

評価に当たっては、知識や技能の習熟の程度を的確に評価することはもとより大事であ

るが、生徒の学習に対する努力や意欲などを積極的に評価し、生徒の学習意欲の向上に生

かすようにすることが大切である。また、評価を通して、教師が指導の過程や方法を見直

し、より効果的な指導が行えるよう指導の在り方について工夫改善を図るとともに、指導

と評価の一体化を進めることが必要である。

２２２２ 評価方法評価方法評価方法評価方法のののの改善改善改善改善・・・・充実充実充実充実

( ) 評価計画表の作成1

ア 作成上の留意点

○ 毎時間の観点別評価のすべてを評定に総括する必要はない。

○ 学習活動における具体の評価規準に基づいて観点別評価をＡＢＣで評価する。

○ １回の授業の中で複数の評価の方法を用いる場合、事前に評価方法の重み付けの

割合を設定しておく。

○ 授業の中に４つの観点すべてを評価することは困難であり、それぞれの単元にお

いて４観点がすべて網羅する必要はない。

○ 評価規準はＢ評価のものとして設定していること。

イ 評価計画表の例

科 目 名 農業科学基礎

大単元名 農業生産の基礎

科 目 名 農業科学基礎

大 単 元 名 農業生産の基礎

単元の目標 (ｱ)播種の方法を理解し、適切にできる。

(ｲ)発芽の様子が観察でき、その後の育苗が適切にできる。

(ｳ)温度調節や水の管理ができる。

(ｴ)圃場の準備が適切にできる。

(ｵ)移植・定植の時期や方法を理解し、適切にできる。

(ｶ)整枝が適切にできる。

(ｷ)雌雄異花を理解し、人工受粉ができる。

(ｸ)摘果・追肥・玉直しが適切にできる。

(ｹ)病害虫の種類と防除方法がわかる。

(ｺ)収穫適期を知り、完熟の果実が収穫できる。

(ｻ)キュアリングを理解し、適切におこなうことができる。
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評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

内 容 の ま と ま 農業生物の栽培の 農 業 生 物 や 生 育 環 栽 培や その 生産 物の 栽 培 や そ の 生 産 物

り ご と の 評 価 過 程 に 関 心 を も 境 の 管 理 を 多 面 的 利 用に 関す る基 礎的 の 利 用 に 関 す る 基

規準 ち、栽培・飼育に に 考 察 し 、 生 育 過 な 技術 を身 に付 け、 礎 的 な 知 識 を 身 に

関するプロジェク 程 に 即 し た 管 理 を 栽 培に 関す るプ ロジ 付 け 、 栽 培 の 過 程

トを主体的に行う 適 切 に 判 断 す る と ェ クト を適 切に 実施 と 技 術 の 仕 組 み な農業生産
、 、 。の基礎 など課題の探究に と も に 、 栽 培 を 科 するとともに 計画 どを理解している

意欲的に取り組む 学 的 に と ら え て 合 管 理や 評価 を正 確に

とともに、栽培を 理 的 に 実 施 す る 実 表現する。

科学的にとらえて 践 的 な 能 力 を 身 に

合理的に実施しよ 付けている。

うとする実践的な

態度を身に付けて

いる。

評 価 規 準 の 具 ○カボチャの栽培 ○ カ ボ チ ャ や 生 育 ○ カボ チャ の栽 培管 ○ カ ボ チ ャ の 生 理

体例 に関心を持ち、播 環 境 の 管 理 に つ い 理 、観 察記 録や スケ ・ 生 態 的 な 特 性 、

、種から利用方法ま て 、 生 育 記 録 な ど ッ チな どに 関す る基 栽培に必要な作業

での栽培プロジェ か ら 多 面 的 に 考 察 礎 的な 技術 を身 に付 栽 培 環 境 の 要 素 な農業生物
クトを主体的に行 し た り 、 生 育 過 程 けている。 ど 栽 培 に 関 す る 基の栽培
うなど課題の探求 に 応 じ た 管 理 を 適 礎 的 な 知 識 を 身 に（カボチャ
に意欲的に取り組 切に判断できる。 ○ 栽培 に関 する プロ 付けている。の栽培）
もうとしている。 ジ ェク トを 適切 に実

○ カ ボ チ ャ 栽 培 を 施 する とと もに 、計 ○ 栽 培 の 過 程 と 技

○カボチャの生育 科 学 的 に と ら え て 画 、管 理や 評価 を正 術 の 仕 組 み や 、 生

と栽培環境とのか 合 理 的 に 実 施 す る 確に表現できる。 育 と 栽 培 環 境 の 関

かわりを科学的に 実 践 的 な 能 力 を 身 係 な ど を 理 解 し て

とらえて、プロジ に付けている。 いる。

ェクトを実施しよ

うとする実践的な

態度を身に付けて

いる。

中単元 小単元 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価方法

①実験･実習への参加態度育苗 播 種 床 の 準 ◎ ◎

②実験・実習レポート( 時間) 備4 ( )a

①実験･実習への参加態度種 子 と 播 種 ◎ ◎

②実験・実習レポートの方法 ( )b
③学習ノート

②実験・実習レポート鉢 土 作 り と ◎ ◎

③学習ﾉｰﾄ鉢上げ ( ) ( )c f

①実験･実習への参加態度観 察 、 ス ケ ◎ ◎

③実験・実習レポートッチ

④プロジェクトレポート

②実験・実習レポート育 苗 管 理 の ◎ ◎

③学習ノートポイント ( )g
④プロジェクトレポート

③学習ﾉｰﾄ圃 場 準 土壌と施肥 ◎ ◎

⑤課題プリント備 ( ) ( )d i

⑥定期考査( 時間)4

②実験・実習レポートマ ル チ ン グ ◎ ◎

③学習ノートの 目 的 と 方 ( ) ( )e h

④プロジェクトレポート法

※「平成１４年度高等学校教育課程編成・実施の手引」の ﾍﾟｰｼﾞ科目「農業科学基80

礎」の単元の「農業生産の基礎」の学習指導案（例）の一部を例に示した。
※◎は、単元の評価の総括資料とする。
※( )～( )は、( )観点別評価の進め方に具体的に示してある。a h 2
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( ) 観点別評価の進め方2

ア 考え方

「 」 、「 」学習活動における具体の評価規準 に照らして 十分満足できると判断される

状況（Ａ）と評価される生徒の具体的な状況例及び「努力を要すると判断される」状

況（Ｃ）と評価される生徒がいる場合の指導の手だての例を評価計画表の( )～( )にa i

ついて、以下のようにまとめた。

(ｱ) 「関心・意欲・態度」について

具体の評価規準 「十分満足できると判断される」状況(Ａ) 努力を要すると判断される 状況(Ｃ)「 」

播 種床 の 準備を 播種や播種床の重要性を理解し、興 班別学習などを行い、生徒間

意 欲的 に 取り組 味 を 持 っ て 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い の協力なども活用して、意欲( )a

む こ と が で き る。 の向上を図る。

る。

(ｲ) 「思考・判断」について

具体の評価規準 「十分満足できると判断される」状況(Ａ) 努力を要すると判断される 状況(Ｃ)「 」

播 種間 隔 などを 教 科 書 で 得 た 知 識 や 種 子 の 特 性 か 作業の目的と具体的な手順や

作 物の 種 類によ ら、作物に合わせて最適な播種を考 種 子 の 判 別 ポ イ ン ト を 指 導( )b

っ て適 切 に判断 えることができる。 し、実習中にできるよう指導

できる。 する。

作 物の 種 類に合 教科書や資料で得た知識を踏まえ、 作物の生理と用土の内容の関

わ せて 鉢 土の用 作物に合わせた用土に必要な資材を 係について確認しながら、実( )c

土 を適 切 に判断 考えることができる。 習中に判断できるよう指導す

できる。 る。

適 切な 施 肥量に 教科書で得た知識や生育状況を踏ま 生育状況と施肥量の関係を確

つ いて 判 断でき え、最適な施肥量、施肥方法を考え 認しながら、実習中に判断で( )d

る。 ることができる。 きるよう指導する。

目 的に 合 わせて 教科書や資料で得た知識を踏まえ、 マルチフィルムの特性につい

マ ルチ の 選定が 作物や栽培目的に合わせてマルチフ て確認しながら、実習中に判( )e

できる。 ィルムを選定できる。 断できるよう指導する。

(ｳ) 「技能・表現」について

具体の評価規準 「十分満足できると判断される」状況(Ａ) 努力を要すると判断される 状況(Ｃ)「 」

鉢 土作 り と鉢上 鉢土の用土や鉢上げを準備から片付 作業の目的と具体的な手順や

げができる。 けまで含めて、合理的に行うことが ポイントを指導し、実習中に( )f

できる。 できるよう指導する。

育 苗管 理 のポイ 良い苗作りに必要な環境条件を理解 作業の目的と具体的な手順や

ン トを 理 解し、 し、育苗を行うことができる。 ポイントを指導し、実習中に( )g

行 うこ と ができ できるよう指導する。

る。

マ ルチ ン グの目 マルチングの準備から片付けまで、 作業の目的と具体的な手順や

的 と方 法 を理解 合理的に行うことができる。 ポイントを指導し、実習中に( )h

し 、行 う ことが できるよう指導する。

できる。

(ｴ) 「知識・理解」について

具体の評価規準 「十分満足できると判断される」状況(Ａ) 努力を要すると判断される 状況(Ｃ)「 」

肥 料の 種 類や性 土壌と施肥の関係について理解し、 肥料の種類や性質、施肥方法

質 、施 肥 方法に 正確な施肥量計算や酸度矯正などを についての知識が不十分だっ

つ いて 理 解し、 行うことができる。 た 原 因 を 明 ら か に し た の ち( )i

正 確な 施 肥量計 に、再指導する。

算ができる。
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イ 評価方法の具体例
(ｱ) 実験実習レポートによる評価の具体例

〔具体の評価規準及び評価の観点〕
ここでは、実験実習レポートの一部を下記に示した。実験実習レポート でNO.2

NO.7は 播種間隔などを作物の種類によって適切に判断できる 思考・判断、「 。」【 】、
では 「マルチングの目的と方法を理解し行うことができる 【技能・表現】を評、 。」
価の観点とする。

実験実習レポート ．２NO
年 月 日

カボチャカボチャカボチャカボチャのののの播種播種播種播種
１年 組 番 氏名

１．カボチャの種子の構造をまとめよう 【知識・理解】。

２． 【知識・理解】発芽の条件をまとめよう。

３．前日に処理することを調べよう 【知識・理解】。
①準備するもの
②方法
③目的

４．カボチャの播種についてポイントをまとめよう 【思考・判断】。

５．実際に行った手順をまとめよう 【技能・表現】。
①準備するもの
②方法（図示せよ）

６．カボチャの播種方法をまとめよう 【技能・表現】。

７．カボチャ栽培に対する抱負を書きなさい 【関心・意欲・態度】。

８．この授業で良くできた点、改善が必要な点をまとめよう 【関心・意欲・態度】。

実験実習レポート ．７NO
年 月 日

マルチングマルチングマルチングマルチングのののの目的目的目的目的とととと方法方法方法方法

１年 組 番 氏名

１．マルチフィルムの効果をまとめよう 【知識・理解】。

２．マルチフィルムの張り方をまとめよう 【知識・理解】。

３．実際に行ったマルチングの手順をまとめよう 【技能・表現】。

４．マルチフィルムの張り方、定植方法をまとめてみよう。 【技能・表現】

５．カボチャ栽培に対する抱負を書きなさい。 【関心・意欲・態度】

６．この授業で良くできた点、改善が必要な点をまとめよう 【関心・意欲・態度】。

〔評価方法〕
・実験実習レポートの記述の点検・分析

〔評価の実際〕
・ 実験実習レポートの記述が詳細で板書等の説明以外の記述もなされているかを点
検する。

・ 作物栽培に対する意見や実験実習に対する意識の高揚を分析する。
〔留意事項〕

・ 作物栽培において、興味を持って意欲的に取り組むことや作物の観察から様々な
発見や状況判断ができる状況を(Ａ)と評価する。

・ 実験実習に対する意識の高揚がなされない状況(Ｃ)の生徒については、班別学習
などを行い、生徒間の協力なども活用して指導する。
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(ｲ) テストによる評価の具体例
〔具体の評価基準及び評価の観点〕

「カボチャに関心を持ち、その特徴を考えようとしている 【関心・意欲・態度】。」
「農薬や化成肥料の成分とカボチャに及ぼす影響を考察する 【思考・判断】」
「うね立てやマルチ張りができる 【技能・表現】。」
「種子の発芽に関する基礎的な知識を身に付け、発芽に必要な環境の条件・要因を理

解している 【知識・理解】。」
「各土壌の特性を理解し、管理をすることができる 【知識・理解】。」

〔評価方法〕
テストの記述の点検・分析

〔留意事項〕
・ 知識・理解の観点の問題は、評価規準に照らして正答すれば「おおむね満足でき

ると判断される」状況（Ｂ）と評価できる問題を３問、正答すれば「十分満足でき
ると判断される」状況（Ａ）と評価できる問題を２問、計５問で構成される。

・ ５問中全問正答の場合は（Ａ 、５問中正答が２～４問の場合は（Ｂ）と評価す）
ることをあらかじめ決めておくことが必要である。

テスト例
〔Ｂ〔Ｂ〔Ｂ〔Ｂ評価評価評価評価のののの問題問題問題問題〕〕〕〕
例１ カボチャについて、次の問に答えなさい 【関心・意欲・態度】。

１ カボチャの最も生産量の多い都道府県名を書きなさい。
２ カボチャを漢字及び英語で書きなさい。
３ カボチャに含まれている最も多い栄養素を書きなさい。

例２ 次の（ ）内に適切な用語を書きなさい 【思考・判断】。
１ 化学肥料の長所

① 肥効が高く （ａ）性である。、
② 成分量がはっきりしているため （ｂ）の調節がしやすい。、
③ 施肥に（ｃ）がかからず相対的に値段が安い。

２ 化学肥料の短所
① 水溶性で（ａ）性のものが多いために、過剰施用で（ｄ）障害を起こしやすい。
② 土壌を（ｅ）化しやすいものがある。
③ 有機物を含まないため土壌の（ｆ）に役立たない。

例３ カボチャの定植前準備（ハウスの準備）について次の問に答えよ 【技能・表現】。
１ マルチフィルムの効果について書きなさい。
２ マルチフィルムの種類について書きなさい。
３ マルチフィルムの張り方の手順を簡潔に書きなさい。

〔Ａ〔Ａ〔Ａ〔Ａ評価評価評価評価のののの問題問題問題問題〕〕〕〕
例４ 次の種子と発芽についての問に答えよ 【知識・理解】。

１ 種子は２つの組織から構成されている。名称を書きなさい。
２ 有胚乳種子と無胚乳種子の貯蔵組織の名称をそれぞれ書きなさい。
３ 発芽の３条件を書きなさい。
４ 明るいところ（明所）で発芽が促進される種子を何というか、書きなさい。
５ 暗いところ（暗所）で発芽が促進される種子を何というか、書きなさい。
６ 明所でも暗所でも発芽する種子を何というか、書きなさい。

例５ 次の表は各土壌の特性に対応した管理のポイントを示している （ ）内に適する。
語句を書きなさい 【知識・理解】。

土 壌 特 性 管理のポイント

、 、（ １ ） 一般に化学性・物理性にすぐれ、生 中耕 有機物施用などによって
産力が最も高い。 土壌の（４）を良くする。

（ ２ ） リン酸固定力が強く、施用したリン リン酸資材の投入を中心とした
酸が作物に吸収されにくく、生産力 土壌改良を行う。
が低い。

化 学 性 ・ 物 理 性 の 最 も お と る 土 壌 物理性、化学性の改良を同時並
（ ３ ） で、土壌養分が乏しく、土壌は重粘 行で行う。

でかたく生産力が最も低い。

（５）地力は高いが （６）や微量 （７）性を中心とする物理性の、
泥 炭 土 要素などの他の養分に欠け、化学性 改良と （６ 、石灰、微量要素、 ）

は １ よりおとる 通気性・ ７ など化学性の改善を行う。（ ） 。 （ ）
性がわるい。
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( ) 観点別評価の総括3
ア 総括についての考え方

観点別評価の総括として、①単元（題材）における観点ごとの評価の総括、②学期
末のおける観点ごとの評価の総括、③学年末における観点ごとの評価の総括の三つの
段階が考えられる。

単元の評価の総括については、評価計画に基づき、評価方法を工夫し、それぞれの
評価の観点ごとに学習活動における具体の評価規準によって評価を実施し、その観点
別評価を総括し、単元における観点別評価とする。また、一つの評価規準に対して複
数の評価方法（観察法、ペーパーテスト、実験実習レポートなど）があるため、それ
ぞれの特性に応じてその評価に対する重み付けを行う場合は、その割合を事前に決め
て評価を行う。

各観点における評価方法の重み付けの割合例
◎「関心・意欲・態度」の観点 ◎「思考・判断」の観点

「関心・意欲・態度」の観点における評価方法 「思考・判断」の観点における評価方法の重み

の重み付けの割合 付けの割合

実験実習レポート 行動観察 合計 実験実習レポート 行動観察 合計

５０％ ５０％ １００％ ７０％ ３０％ １００％

◎「技能・表現」の観点 ◎「知識・理解」の観点

「技能・表現」の観点における評価方法の重み 「知識・理解」の観点における評価方法の重み

付けの割合 付けの割合

実験実習レポート 実技状況 合計 実験実習レポート 合計ペーパーテスト

６０％ ４０％ １００％ ３０％ ７０％ １００％

実際に単元における観点別評価を実施する場合は、次の手順で行う。
、 、 、( ) 学習活動における具体の評価規準に照らして 授業における観点別評価をＡ Ｂ1

Ｃで評価し、記入する。
( ) 同じ評価規準で複数の評価方法がある場合は、複数の枠に記入する。2
( ) ( )で行った評価結果に数値を当てはめ（Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１ 、さらに評3 1 ）

価方法ごとに重み付けの割合を勘案した数値を算出、少数第２位を四捨五入し、
右表により各評価規準による評価を判定する。

評価( ) 単元の観点別評価ごとの評価の個数を評価規準に照4 平均値の範囲

２．６ 以上 → Ａらした評価の数のＡ、Ｂ，Ｃの欄に記入し、( )と同3
１．５～２．５ → Ｂ様に数値に当てはめ、平均値を求め、小数第２位を四
１．４ 以下 → Ｃ捨五入し、右表により、観点別評価を判定する。

＜観点別評価表の例＞
番 評 価 評価規準に照ら 平均 観点別氏名 評価方法 単 元 の 授 業 時 数

号 の 観 した評価の数 の評価

１ ２ ３ ４ ５ 16 Ａ Ｂ Ｃ点

A Aa 実験実習レポｰﾄ

B A関心 行動観察

意欲

Ｂ Ａ ＡＢ Ａ ＡＢ Ａ ＡＢ Ａ Ａ態度 評価規準に照らした評価 ４ ２ ０ 2.7
Ab 実験実習レポｰﾄ

思 考 行動観察１ ○○
Ａ ＡＡ ＡＡ ＡＡ Ａ判断 評価規準に照らした評価 ２ ０ ０ 3.0
B Ac 実験実習レポｰﾄ

技 能 実技状況

Ｂ Ａ ＡＢ Ａ ＡＢ Ａ ＡＢ Ａ Ａ表現 評価規準に照らした評価 ３ ２ ０ 2.6
B Ad 実験実習レポｰﾄ

A B知識 ペーパーテスト

Ａ Ｂ ＢＡ Ｂ ＢＡ Ｂ ＢＡ Ｂ Ｂ理解 評価規準に照らした評価 １ １ ０ 2.5

イ 学年末の評価への総括
ここでは、学年末の観点別評価の総括方法の一例を示す。各学期ごとの観点別評価

の総括の結果から１０段階評価への換算表を作成し、評定を行うことが考えられる。

氏 名 観点 １学期 ２学期 ３学期 段階評価 評定番号 観点別総括評価 10
ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

１ ○○ ○○ ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ ７ ４
ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｂ
ｄ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

＜観点別評価から 段階評価への換算表例＞10
Ａ・Ｂ・Ｃの数 典型的パターン 段階評価 評定10

Ａ４個 ＡＡＡＡ １０ ５
Ａ３個・Ｂ１個 ＡＡＡＢ ９ ５
Ａ２個・Ｂ１個・Ｃ１個 ＡＡＢＣ ７ ４
Ａ１個・Ｂ３個 ＡＢＢＢ ７ ４

このほかにも、いろいろな評価及び総括方法が考えられることから、各学校おいて工夫
することが大切である。


